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新年のごあいさつ 

新年あけましておめでとうございます。 

令和３年の漢字は「金」でした。この時期に、同僚とよく話題になる漢字一字ですが、私も含めて日本人は、短い言葉や文

字に集約される意味を、とても重んじるように思います。一年の世相を一字で振り返ることもできます。ある歴史物漫画に、

聖なる力を持つ「九字」を唱え、あらゆる邪気病魔を追い払う場面がありました。その９つの字がつながると、自分の前に

兵が隊列を成して鬼を退治し、そのありさまは「霜に熱湯を注ぐ如し」だそうです。深い意味は知りませんが、人は人の力

の及ばない脅威に、自然や信じる力を借り、強い心と努力で、これまでも打ち勝ってきたようです。 

今年こそは次の一字に期待を込めて、金色に輝く、我慢の少ない年にしたいと願うばかりです。引き続き、皆さまの協力を

どうぞよろしくお願いいたします。所長 原 稔 

（イラスト：絵馬。赤い座布団の上に裃を付けた寅が手をついて挨拶している様子。背景に松竹梅が

描かれている） 

生活介護ハートフル、地域活動支援センターⅡ型からも、新年のごあいさつです。 

明けましておめでとうございます。昨年は、大変お世話になりました。コロナウイルス感染症の影響による休所も

あり、ご心配とご迷惑をおかけ致しました。利用者さん全員が健康を保つことができたことに、とても喜びを感じて

います。まだまだ先は長いようですが、今年も感染対策を徹底しながら、イベントが大好きな利用者さんの期待に、

精一杯に応えていきたいと考えています。 

ご家族様には至らない点が多々ありましたが、安心して通所していただけるように、務めて参ります。本年も、ど

うぞよろしくお願い致します。生活介護ハートフル サービス管理責任者 前田 友美 

 

新年あけましておめでとうございます。昨年は一年を通じて、新型コロナウイルスの対応を余儀なくされました。

このところ少しずつ感染の拡大は落ち着いてきていますが、皆様に安心して利用いただけるよう、引き続き感染の予

防対策を実施していきます。生活様式の変化により、交流する機会も減ってしまいましたが、地活Ⅱ型が心も身体も

元気になれる、そんな交流の場になるよう努めてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。地域活動支

援センターⅡ型 管理者 丸橋 正規 

 

生活介護ハートフル 大運動会を開きました！ 



令和3年12月１日に大会議室にて、生活介護ハートフルの運動会を行いました。赤組と白組に分かれてチームを作り、

各競技で対戦しました。Tシャツたたみリレー、パン食い競争、風船送りリレーなどを行いました。職員と利用者さんとで

チーム一丸となって、競技を楽しみました。2021年一番の盛り上がりとなり、良い思い出になりました。 

【Tシャツたたみリレー】きれいにたたまないと、やり直しになります（写真右上：手前に横長

のテーブルあり。向かって左側に車椅子に乗った女性利用者が黒いTシャツを、右側に立位で腰をかがめて女性職員が水色

のTシャツをたたんでいる。後方で手をたたいて応援する人が2人写っている。） 

 

【パン食い競争】（写真左下：向かって左側に車椅子に乗った女性利用者、右側に歩行器に乗り白い鉢巻をした男性利用者。

それぞれ竹竿にぶら下がったパンをつかみ取ろうとしている。赤い鉢巻をした女性職員2人と女性利用者が1人、後方から

様子を見守っている。） 

 

【風船送りリレー】（写真右下：5人の利用者が縦1列に並び、その間に職員が入り介助している。先頭の利用者が青い風船

を頭上に持ち上げ後ろの職員に送ろうとしている様子。利用者は椅子に座る、車椅子や歩行器に乗る、最後尾の利用者は立

って待っている。） 

 

新任職員紹介 １２月よりハートフルに配属となった職員（１人）を紹介します。 

長澤一美（生活介護ハートフル支援員） （写真：長澤一美支援員） 

障害者生活介護の事業所で２年間、障害者施設入所支援事業所で１年半楽しく働いてきました。私生活では主人と息子と

娘が2人、孫が１人ずついまして、平凡な日常を楽しんでいます。趣味は飲み食べ歩きとアートバルーンです。皆さんと一

緒にお仕事させていただく「素敵なご縁」に大変感謝しています。体に気をつけて頑張ります。 

 

ハートフル内の照明器具の修繕工事を行っています 

ハートフル全館の照明器具を蛍光灯からＬＥＤに交換する工事を行っています。２月中には全ての工事が終了し、より明

るい照明になります。 



  ＬＥＤ交換後の様子（写真左：１階玄関ロビー、写真右：地下エ

レベーター前） 

 

ハートフル作品展・アールブリュット展開催のお知らせ 

１月11日（火）～15日（土）の間、ハートフル作品展・アールブリュット展を開催します。 

ハートフル作品展ではハートフル利用者や講座参加者の作品を、アールブリュット展では北摂地域の生の芸術家による作品

を展示します。魅力的な作品を多数ご覧いただけます。皆様のご来場をお待ちしております。 

 ポスターNo.1（上半分に写真：右側に陶器製のアマビエと左側に波模様の背景。「波に洗われる石 

風にしなる枝 悠久の時に、流れに耐えて 輝く光や花の集まり この一瞬を感じて ありのままに。」の詩あり。下半分に

作品展の説明。背景：左上～右下にむけて、淡い黄色→黄緑→緑→オレンジ→ピンクのグラデーション。説明内容：令和3

年度 ハートフル作品展アールブリュット展 令和4年1月11日（火）～令和4年1月15日 ９時～5時（日・月休館）

最終日のみ9時～3時 茨木市片桐町4番26号 茨木市立障害福祉センターハートフル1階ロビー 主催・お問い合わせ 

社会福祉法人 大阪市障害者福祉事業団 茨木市立障害福祉センターハートフル TEL072-620-9818 協力 茨木市） 

 ポスターNo.2（上半分に写真：ポスターNo.1と同じ陶器製のアマビエが左側に、右側に波模様の

背景と詩。下半分に写真：陶器製のアマビエ大小６つあり。顔の色は白や水色、髪の色は赤や水色、青など。個性豊かな作

品が並んでいる。ポスター中央部に作品展のタイトル・日時・場所、ポスター下部に主催・お問い合わせ、協力…ポスター

No.1と同様の内容が記載されている。） 

 

※ご覧になる際には密にならないように、ご協力お願いいたします。 

 

機関紙「ハートフル」第31号 ここまで。 


